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本計画の策定に際して、市民の意向を把握し、計画策定の基礎資料とすることを目的に、１８

歳以上の市民２，０００名（居住地、性別、年齢の偏りが生じないよう配慮し、住民基本台帳から

無作為抽出）を対象にアンケート調査を実施しました。 

回収結果は、回答数８０６件（内ＷＥＢ回答１３３件）、回収率は４０．３％（内ＷＥＢ回答６．７％）

となりました。 

第１章 市民意向調査 
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第 1 章 市民意向調査 

◆「今後も住み続けたい」と回答した方は６９．５％となっており、「他の場所へ住み替えたい・

住み替える予定」と回答した方は６．８％となっています。

◆市内での住み替え意向が多く、計６５．４％となっています。また、「市外」と回答した方は
32.7％となっており、住み替え先として佐賀県内の他市町村や福岡市などが多く挙げられ
ています。

※「他の場所へ住み替えたい・住み替える予定」と回答した方のみ

◆「買い物が不便だから」の回答が最も多くなっています。次いで、「その他」「交通が不便だ
から」が多く、「その他」の記述内容としては「水害で浸水するから」「進学先や職業が変わ
るため」「文化施設が少ない」等が挙げられました。

※「他の場所へ住み替えたい・住み替える予定」と回答した方のみ

21.1%

16.8%

15.8%

9.5%

9.5%

7.4%

6.3%

6.3%

4.2%

2.1%

1.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

買い物が不便だから

その他

交通が不便だから

住宅が老朽化してきたから

災害の危険性が高いから

結婚や出産などにより家族構成が変わったから

子どもが自立したから

勤め先などが変わったから

介護や通院が必要になったから

高齢で一人暮らしが出来なくなったから

無回答

69.5%

6.8%

19.7%

0.2%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

今後も住み続けたい

他の場所へ住み替えたい・住み替える予定

現時点ではわからない

無効回答

無回答

27.3%

3.6%

34.5%

32.7%

0.0%

1.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

市内（徒歩や自転車で行ける範囲）

市内（学校からの徒歩圏内）

市内（上記項目以外）

市外

無効回答

無回答

回答数＝５５ 

回答数＝５５ 

①佐賀市への定住意向

①-１住み替えの場所

回答数＝８０６ 

①-２住み替えの理由
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◆生活環境や施設整備の満足度については「緑・水辺など自然の豊かさ」が最も高く、「鉄道
やバスなどの利便性」が最も低くなっています。

◆今後の整備・改善の重要度については、「火災・地震・水害などの防災対策」が最も高く、
次いで「歩行者･自転車の安全確保（歩道整備など）」が高くなっています。

【選択肢】 

順位 項目 

第１位 ７ 鉄道やバスなどの利便性（53.6％） 

第２位 ６ 歩行者･自転車の安全確保（歩道整備など）（52.5％） 

第３位 9 身近な小公園や子どもの遊び場（40.8％） 

第４位 19 火災・地震・水害などの防災対策（40.6％） 

第５位 5 家のまわりの生活道路の整備（39.2％） 

②生活環境や施設整備の満足度と重要度

不満足度（「不満足」「どちらかといえば不満足」と回答した数）の上位５項目 

順位 項目 

第１位 11 緑・水辺など自然の豊かさ（６８．２％） 

第２位 1 日常的な買い物の利便性（６３．３％） 

第３位 15 工場からの騒音、悪臭などの対策（６１．９％） 

第４位 2 医療・福祉施設などの利便性（６１．４％） 

第５位 4 国道や県道など大きな道路の整備（６０．９％） 

順位 項目 

第１位 19 火災・地震・水害などの防災対策（７３．３％） 

第２位 6 歩行者･自転車の安全確保（歩道整備など）（７１．７％） 

第３位 2 医療・福祉施設などの利便性（７１．５％） 

第４位 １８ 防犯上の安全性、治安（７１．３％） 

第５位 １ 日常的な買い物の利便性（７０．８％） 

回答数＝８０６ 

回答数＝８０６ 

回答数＝８０６ 

1 日常的な買い物の利便性 11 緑・水辺など自然の豊かさ

2 医療・福祉施設などの利便性 12 環境に配慮したまちづくり

3 図書館やスポーツ施設などの利便性 13 歴史的な資源を活かしたまちづくり

4 国道や県道など大きな道路の整備 14 まちの景観や良好なまちなみづくり

5 家のまわりの生活道路の整備 15 工場からの騒音、悪臭などの対策

6 歩行者･自転車の安全確保（歩道整備など） 16 交通騒音や振動などの対策

7 鉄道やバスなどの利便性 17 古い家や狭い敷地の家が密集する状況の解消

8 野球などスポーツができる大きな公園 18 防犯上の安全性、治安

9 身近な小公園や子どもの遊び場 19 火災・地震・水害などの防災対策

10 生活排水・雨水の排水（下水道・浄化槽）

重要度（「重要」「どちらかといえば重要」と回答した数）の上位５項目 

満足度（「満足」「どちらかといえば満足」と回答した数）の上位５項目 
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第 1 章 市民意向調査 

◆「⑪水害などの災害に強いまちづくり」の回答が最も多く３８．２％となっており、次いで、「⑧
高齢者や障がい者にやさしいまちづくり」が３２．５％となっています。

【選択肢】 

11.7%

25.3%

12.9%

13.9%

15.4%

11.7%

20.8%

32.5%

3.0%

5.0%

38.2%

1.2%

1.9%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

その他

無効回答

無回答

①ライフステージやライフスタイルに合わせて多様な住まい方ができるまちづくり

②中心拠点と地域拠点が公共交通で結ばれたアクセス性の高いまちづくり

③都市機能や生活利便施設が各拠点にまとまったコンパクトなまちづくり

④空き家や空き地などの活用によりにぎわいや交流を生み出すまちづくり

⑤新たな企業の誘致などにより働く環境を充実させるまちづくり

⑥豊かな自然・歴史資源を活かし愛着が持てる景観づくり

⑦子育て機能や支援の充実による子育てしやすいまちづくり

⑧高齢者や障がい者にやさしいまちづくり

⑨気軽にレクリエーションを楽しめる環境づくり

⑩自然環境の保全や温室効果ガスの削減等による環境にやさしいまちづくり

⑪水害などの災害に強いまちづくり

回答数＝８０６ 

③住み続けたくなるまちづくりの取組について
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◆「③佐賀市北部の温泉や南部の干潟など、各地域の観光資源のさらなる磨き上げ・PR」が
最も多く３６．５％となっており、次いで「⑦鉄道駅と主要な観光地を結ぶバスなどの公共交
通ネットワークの形成」が３１．１％となっています。

【選択肢】 

◆産業活性化、観光振興、文化交流、防災性の向上、定住人口の増加の全てに一定の期待
がなされていますが、その中でも「⑤利便性の向上による定住人口の増加」「②交通ネット
ワークを活かした広域観光の促進」の回答が多くなっています。

【選択肢】 

 

23.7%

27.2%

36.5%

19.4%

23.3%

20.8%

31.1%

3.1%

0.4%

2.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

その他

無効回答

無回答

①多様な都市機能の誘導などによる中心市街地のさらなる活性化
②佐賀駅周辺などにおける歩いて楽しい空間の創出
③佐賀市北部の温泉や南部の干潟など、各地域の観光資源のさらなる磨き上げ・ＰＲ
④多彩な自然環境・歴史資源の保全・活用
⑤来訪者を受け入れる宿泊施設の充実
⑥主要な観光地を結ぶ広域的な道路ネットワークの形成
⑦鉄道駅と主要な観光地を結ぶバスなどの公共交通ネットワークの形成

回答数＝８０６ 

④まちの魅力を高めるまちづくりの取組について

35.6%

39.5%

29.3%

32.4%

39.8%

1.9%

0.7%

4.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

①

②

③

④

⑤

その他

無効回答

無回答

回答数＝８０６ 

⑤有明海沿岸道路及び佐賀唐津道路の整備により期待することについて

①物流の効率化などによる農業・水産業の活性化
②交通ネットワークを活かした広域観光の促進
③近隣市との連携による産業振興、文化交流の促進
④災害時における緊急輸送路としての機能発揮
⑤利便性の向上による定住人口の増加
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第 1 章 市民意向調査 

◆「⑥洪水などの被害を減らすよう河川などを整備する」が最も多く４９．４％となっており、次
いで、「④公共施設などの防災機能の強化（避難や災害時の一時的な滞在機能など）」
「②建物の耐震化（地震時に倒れにくい建物にする）をすすめる」が多くなっています。

【選択肢】 

5.2%

25.9%

6.2%

29.3%

15.5%

49.4%

10.4%

17.5%

8.6%

16.5%

1.5%

0.5%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

その他

無効回答

無回答

①建物の不燃化（延焼しにくい建物にする）をすすめる

②建物の耐震化（地震時に倒れにくい建物にする）をすすめる

③地震時に倒れやすいブロック塀を生垣などに変更する

④公共施設などの防災機能の強化（避難や災害時の一時的な滞在機能など）

⑤災害時に安全に避難ができる道路を整備する

⑥洪水などの被害を減らすよう河川などを整備する

⑦土砂くずれや崖くずれへの対策を行う

⑧避難場所や災害情報などを市民に適切に発信する

⑨地域防災力の向上（自主防災組織の充実、避難訓練の実施、リーダーの育成など）

⑩「自分の身の安全は自ら守る」ための防災知識の普及・啓発

回答数＝８０６ 

⑥安全・安心なまちづくりに向けた整備や取組について
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◆「⑧過度に自家用車に依存しない公共交通への利用転換を促進する」「①山間や丘陵地
の森林、動植物などを保全する」の回答が多く、ともに約３割の回答が集まっています。

【選択肢】 

※１ ZEB：Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略語。快適な室内環境を実現しながら、建物で消費

する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと。

 建物の中では人が活動しているため、エネルギー消費量を完全にゼロにすることはできないが、省エネによって使うエネルギ

ーを減らし、創エネによって使う分のエネルギーをつくることで、エネルギー消費量を正味ゼロにすることができる。 

※2 ZEH：Net Zero Energy House（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の略語。高断熱、高気密化、高効率設備によって使うエ

ネルギーを減らしながら、太陽光発電などでエネルギーをつくり出し、年間で消費する住宅の正味エネルギー量がおおむね

ゼロ以下になる住宅のこと。

30.8%

24.4%

21.1%

14.3%

10.2%

18.7%

4.0%

31.4%

14.9%

9.8%

1.7%

0.5%

4.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

その他

無効回答

無回答

①山間や丘陵地の森林、動植物などを保全する

②河川沿いや有明海沿岸の自然の保全や緑化を推進する

③シェア畑や直売所、農家レストラン、観光農園など多様な農地活用を促進する

④公園のリニューアルにあわせてカフェを併設するなど新たな活用方策を推進する

⑤公共施設や工場・大規模店舗などでの緑化を推進する

⑥特色ある街路樹や並木など道路の緑化を推進する

⑦民有地の緑化を促進する

⑧過度に自家用車に依存しない公共交通への利用転換を促進する

⑨環境負荷の低減に資する電気自動車や水素自動車の普及を促進する

⑩脱炭素の実現に資する環境に配慮した建物（ZＥＢ※１・ＺＥＨ※2 等）の普及を促進する

回答数＝８０６ 

⑦自然環境の保全・活用や地球温暖化の防止に向けた取組について
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